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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成21年3月5日(2009.3.5)

【公表番号】特表2008-527946(P2008-527946A)
【公表日】平成20年7月24日(2008.7.24)
【年通号数】公開・登録公報2008-029
【出願番号】特願2007-552206(P2007-552206)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｗ  36/36     (2009.01)
   Ｈ０４Ｗ  76/02     (2009.01)
   Ｈ０４Ｗ  64/00     (2009.01)
   Ｈ０４Ｗ  84/12     (2009.01)
   Ｈ０４Ｗ  88/08     (2009.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｂ   7/26    １０７　
   Ｈ０４Ｂ   7/26    １０９Ｇ
   Ｈ０４Ｂ   7/26    １０６Ｂ
   Ｈ０４Ｌ  12/28    ３１０　

【手続補正書】
【提出日】平成21年1月19日(2009.1.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）アクセスポイントであって、
　ハンドオーバを円滑にするために無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）にメディア独立ハン
ドオーバ（ＭＩＨ）情報を送信するように構成されたＭＩＨデバイスを備えて、前記ＭＩ
Ｈ情報はネットワーク識別子及びサポートされたＭＩＨサービスを示すＭＩＨ能力指示子
を含むことを特徴とするＷＬＡＮアクセスポイント。
【請求項２】
　前記ＭＩＨ情報は、データ伝送速度をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載のＷ
ＬＡＮアクセスポイント。
【請求項３】
　前記ＭＩＨ情報は、ネットワークポリシー設定をさらに含むことを特徴とする請求項１
に記載のＷＬＡＮアクセスポイント。
【請求項４】
　前記ＭＩＨデバイスは、前記ＭＩＨ情報を、ビーコンフレームを介して送信するように
構成されていることを特徴とする請求項１に記載のＷＬＡＮアクセスポイント。
【請求項５】
　前記ＭＩＨデバイスは、前記ＭＩＨ情報を、専用フレームを介して送信するように構成
されていることを特徴とする請求項１に記載のＷＬＡＮアクセスポイント。
【請求項６】
　前記ＭＩＨデバイスは、前記ＭＩＨ情報を、ブロードキャストチャネルを介して送信す
るように構成されていることを特徴とする請求項１に記載のＷＬＡＮアクセスポイント。
【請求項７】
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　前記サポートされたＭＩＨサービスは、ＭＩＨイベント・サービス、ＭＩＨコマンド・
サービス、及びＭＩＨ情報サービスを含むことを特徴とする請求項１に記載のＷＬＡＮア
クセスポイント。
【請求項８】
　ＷＬＡＮアクセスポイントは、ＩＥＥＥ　８０２．１１Ｘスタンダードに従って動作し
、前記ＭＩＨデバイスはビーコンフレームを介して前記ＭＩＨ情報を送信するように構成
されていることを特徴とする請求項１に記載のＷＬＡＮアクセスポイント。
【請求項９】
　前記ＭＩＨ情報は、システム運営者識別子と、システム能力と、サービス品質（ＱｏＳ
）パラメータと、無線アクセスタイプとをさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の
ＷＬＡＮアクセスポイント。
【請求項１０】
　前記ＭＩＨ情報は、ネットワークロケーションをさらに含むことを特徴とする請求項１
に記載のＷＬＡＮアクセスポイント。
【請求項１１】
　無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）であって、
　前記ＷＴＲＵのハンドオーバを円滑にするためにアクセスポイントからメディア独立ハ
ンドオーバ（ＭＩＨ）情報を受信するように構成されたＭＩＨデバイスを備えて、前記Ｍ
ＩＨ情報はネットワーク識別子及びサポートされたＭＩＨサービスを示すＭＩＨ能力指示
子を含むことを特徴とするＷＴＲＵ。
【請求項１２】
　前記ＭＩＨ情報は、データ伝送速度をさらに含むことを特徴とする請求項１１に記載の
ＷＴＲＵ。
【請求項１３】
　前記ＭＩＨ情報は、ネットワークポリシー設定をさらに含むことを特徴とする請求項１
１に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１４】
　前記ＭＩＨ情報は、ビーコンフレームを介して受信されることを特徴とする請求項１１
に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１５】
　前記ＭＩＨ情報は、専用フレームを介して受信されることを特徴とする請求項１１に記
載のＷＴＲＵ。
【請求項１６】
　前記ＭＩＨ情報は、ブロードキャストチャネルを介して受信されることを特徴とする請
求項１１に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１７】
　前記サポートされたＭＩＨサービスは、ＭＩＨイベント・サービス、ＭＩＨコマンド・
サービス、及びＭＩＨ情報サービスを含むことを特徴とする請求項１１に記載のＷＴＲＵ
。
【請求項１８】
　ＷＬＡＮアクセスポイントは、ＩＥＥＥ　８０２．１１Ｘスタンダードに従って動作す
るように構成され、前記ＭＩＨデバイスはビーコンフレームを介して前記ＭＩＨ情報を送
信するように構成されていることを特徴とする請求項１１に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１９】
　前記ＭＩＨ情報は、システム運営者識別子と、システム能力と、サービス品質（ＱｏＳ
）パラメータと、無線アクセスタイプとをさらに含むことを特徴とする請求項１１に記載
のＷＴＲＵ。
【請求項２０】
　前記ＭＩＨ情報は、ネットワークロケーションをさらに含むことを特徴とする請求項１
１に記載のＷＴＲＵ。
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【請求項２１】
　無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）アクセスポイントにおいて使用される方
法であって、
　ハンドオーバを円滑にするために無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）にメディア独立ハン
ドオーバ（ＭＩＨ）情報を送信するステップを備えて、前記ＭＩＨ情報はネットワーク識
別子及びサポートされたＭＩＨサービスを示すＭＩＨ能力指示子を含むことを特徴とする
方法。
【請求項２２】
　前記ＭＩＨ情報は、データ伝送速度をさらに含むことを特徴とする請求項２１に記載の
方法。
【請求項２３】
　前記ＭＩＨ情報は、ネットワークポリシー設定をさらに含むことを特徴とする請求項２
１に記載の方法。
【請求項２４】
　前記ＭＩＨ情報は、ビーコンフレームを介して送信されることを特徴とする請求項２１
に記載の方法。
【請求項２５】
　前記ＭＩＨ情報は、専用フレームを介して送信されることを特徴とする請求項２１に記
載の方法。
【請求項２６】
　前記ＭＩＨ情報は、ブロードキャストチャネルを介して送信されることを特徴とする請
求項２１に記載の方法。
【請求項２７】
　前記サポートされたＭＩＨサービスは、ＭＩＨイベント・サービス、ＭＩＨコマンド・
サービス、及びＭＩＨ情報サービスを含むことを特徴とする請求項２１に記載の方法。
【請求項２８】
　ＷＬＡＮアクセスポイントは、ＩＥＥＥ　８０２．１１Ｘスタンダードに従って動作す
るように構成されていることを特徴とする請求項２１に記載の方法。
【請求項２９】
　前記ＭＩＨ情報は、システム運営者識別子と、システム能力と、サービス品質（ＱｏＳ
）パラメータと、無線アクセスタイプとをさらに含むことを特徴とする請求項２１に記載
の方法。
【請求項３０】
　前記ＭＩＨ情報は、ネットワークロケーションをさらに含むことを特徴とする請求項２
１に記載の方法。
【請求項３１】
　無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）において使用される方法であって、
　前記ＷＴＲＵのハンドオーバを円滑にするためにアクセスポイントからメディア独立ハ
ンドオーバ（ＭＩＨ）情報を受信するステップを備えて、前記ＭＩＨ情報はネットワーク
識別子及びサポートされたＭＩＨサービスを示すＭＩＨ能力指示子を含むことを特徴とす
る方法。
【請求項３２】
　前記ＭＩＨ情報は、データ伝送速度をさらに含むことを特徴とする請求項３１に記載の
方法。
【請求項３３】
　前記ＭＩＨ情報は、ネットワークポリシー設定をさらに含むことを特徴とする請求項３
１に記載の方法。
【請求項３４】
　前記ＭＩＨ情報は、ビーコンフレームを介して送信されることを特徴とする請求項３１
に記載の方法。
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【請求項３５】
　前記ＭＩＨ情報は、専用フレームを介して送信されることを特徴とする請求項３１に記
載の方法。
【請求項３６】
　前記ＭＩＨ情報は、ブロードキャストチャネルを介して送信されることを特徴とする請
求項３１に記載の方法。
【請求項３７】
　前記サポートされたＭＩＨサービスは、ＭＩＨイベント・サービス、ＭＩＨコマンド・
サービス、及びＭＩＨ情報サービスを含むことを特徴とする請求項３１に記載の方法。
【請求項３８】
　ＷＬＡＮアクセスポイントは、ＩＥＥＥ　８０２．１１Ｘスタンダードに従って動作す
るように構成されていることを特徴とする請求項３１に記載の方法。
【請求項３９】
　前記ＭＩＨ情報は、システム運営者識別子と、システム能力と、サービス品質（ＱｏＳ
）パラメータと、無線アクセスタイプとをさらに含むことを特徴とする請求項３１に記載
の方法。
【請求項４０】
　前記ＭＩＨ情報は、ネットワークロケーションをさらに含むことを特徴とする請求項３
１に記載の方法。
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